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【公開番号】特開2013-117492(P2013-117492A)
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【年通号数】公開・登録公報2013-030
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月2日(2014.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の外部端子と、
　前記第１の外部端子に入力される所定の信号の入力時間と所与の判定時間との大小関係
を判定する入力時間判定回路と、
　所与の設定値をカウントするカウント回路と、を含み、
　前記カウント回路は、
　前記入力時間判定回路の判定結果に応じて処理を変更する、タイマー装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記カウント回路は、
　前記入力時間判定回路の判定結果に応じて、カウント値を初期化するか否かを選択する
、タイマー装置。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　第２の外部端子をさらに含み、
　前記カウント回路は、
　前記設定値のカウントを終了すると前記第２の外部端子を介して計測終了信号を出力し
、次に前記第１の外部端子に前記所定の信号が入力されると、前記入力時間判定回路の判
定結果によらず、前記計測終了信号の出力を終了する、タイマー装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記カウント回路は、
　前記設定値のカウントを終了した後に新たに前記設定値をカウントする、タイマー装置
。
【請求項５】
　請求項３又は４において、
　第３～第ｎ（ｎ≧３）の外部端子をさらに含み、
　前記カウント回路は、
　前記設定値を格納するバッファーを含み、
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　前記入力時間判定回路の判定結果に応じて、前記バッファーに格納されている前記設定
値を前記第３～第ｎの外部端子に入力される信号に応じた設定値に更新するか否かを選択
する、タイマー装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項において、
　前記入力時間判定回路は、
　第１のクロック信号の所定周期の時間を前記判定時間として、前記所定の信号の入力時
間と当該判定時間との大小関係を判定する、タイマー装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項において、
　第ｎ＋１～第ｍ（ｍ≧ｎ＋１）の外部端子をさらに含み、
　前記カウント回路は、
　前記第ｎ＋１～第ｍの外部端子に入力される信号に応じた周波数の第２のクロック信号
に基づいて、前記設定値をカウントする、タイマー装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一項に記載のタイマー装置を含む、電子機器。
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